
令和６年度 

第２回 理事会（拡大理事会）議事録 

日時：令和６年６月 25日（火）19:00～20：30 

場所：大木記念ホール 

出席：（理事）磯野、高村、小林（司）、井村、有泉、大西、鮎川、

上田、平賀、渡邉、鈴木、菊池、古屋、山下 

（監事）谷村、齊藤 

（部長、副部長）藤原、宇月、丸茂、平賀、萱沼、中込、堀

内、瀧口、笠井、小林、宮野、相原、水上、遠藤、

高村、原、小林、山縣、松野、藤田、大野、清水、

雨宮、山田、竹中、三浦 

書記：宮下 

 

会員管理情報 

慶事１件 弔事 0件  

施設数 151 会員数 944名（施設 897名 自宅 47名）                 

 

磯野会長より挨拶 

顔の見える関係性、横のつながりをつくっていきたい。今は

会から何かを伝えようとしても、各施設の長の繋がりがないよう

に感じるので、小さな県だからこそできるそういった繋がりをつく

っていきたい。臨床技術の向上も併せて。来年度 10 年ぶりに

山梨での関ブロも控えているので協力をお願いしたい。 

政治について、組織代表は自民党の中で動いているが、そ

の代表がいなくなってしまうと理学療法士が厳しい立場に陥る

可能性がある。今の学生や新人が今後 30 年 40 年安心して続

けるためには政治に関わることが必要になると思う。県士会と連

盟がタッグを組んでいく必要になっていることを知っておいてほ

しい。 

 

Ⅰ.審議事項  

1．特別事業等積立資産の使用について：第 44 回関ブロ準備

委員会 

審議 

・大会準備に向けて積み立てていた特別事業投資円資産を

運用資金として運用をしていきたい 

質疑 

・なし 

結果 

・承認 

2．介護予防・健康増進キャンペーンの進捗状況と新聞掲載に

ついて：広報局 

日時：7月 14日 10～16時 

場所：イオンモール甲府昭和 

内容：介護予防・健康増進に関する相談など 

掲載：山梨日日新聞、東京 3誌（読売・朝日・毎日）に掲載 

審議 

・開催時間が 9時から 10時に変更 

・10-16 時で、客の動向やグッズがなくなったら終了でよい

か 

・新聞掲載の原稿の内容について 

質疑 

・広告について、障がいの「がい」をひらがなに統一してみて

はどうか 

・カラー版の方に、時間が入っているとよい 

・掲載に内容に早めの終了する旨を追加した方がよい 

・問い合わせ先を甲州リハビリテーション病院に変更 

結果 

・審議内容を広告の原稿内容に反映させる 

 

3．2024年度第１回学術研修会について：学術局学術研修部 

日時：2024年 9月 1日（日）10-16時 

会場：健康科学大学 

講師：西川仁史先生（甲南女子大学） 

テーマ：肩関節機能障害に対する理学療法～関節可動

域障害に対する評価とアプローチ～ 

審議 

・対面開催について 

質疑 

・なし 

結果 

・承認 

 

4. 2024年度第２回学術研修会について：学術局学術研修部 

日時：2024年 9月 27日（金）、10月 18日（金） 

11月 15日（金）  各日とも 19-20時 

開催：オンライン開催 

講師：村松憲先生（杏林大学） 

テーマ：筋機能を制御する神経生理学 

審議 

・日曜参加できないので意見もあり平日、オンラインで開催 

・受講費はオンラインのため無料で検討している 

質疑 

・3回シリーズなので、全てに出られない参加者のためにアー

カイブ配信の検討をお願いしたい。あと、村松先生は教授

になられたのでその点は注意してください。 

・ポイント付与の基準で、3 回の出席でポイントなのでアーカ

イブ配信でも付与するのか明記した方がよい 

→ポイント付与についてアーカイブ配信でもよいのか検討

して理事会で報告する。 

・対象は県士会かどうか 

→基本は県士会の会員を優先して受講を検討して、Zoom

の許容範囲で周知していく。 

結論 

・アーカイブ配信、ポイント付与について検討 

 

Ⅱ.報告事項 

1．感染症対策委員会：委員会主催 第 1回講演会について 

日時：2024年 10月 29 日（火）19-20時半 

場所：大記念ホール 



テーマ：リハビリテーション現場における感染症対策のポイ

ント 

講師：高取美香先生 

（山梨県立中央病院 感染管理認定看護師） 

2．スポーツ理学療法部 

・2024年関東高等学校レスリング大会 

対応日：2024年 6月 1～2日 

会場：小瀬スポーツ公園武道館 体育館 

対象：高校生 

対応件数：95件 

・大会依頼 

大会名： ITF Juniors in Japan U18 Week-1 

対応日：2024年 7月 8日～14日 

会場：クラブヴェルディ 

質疑 

・95件の対応は大丈夫だったのではないか 

→大変ではあったが部員が頑張ってくれた 

・スポーツ部員の勧誘を引き続きお願いしたい 

 

3．公開講座部 

・令和 5年度 3月実施しアンケートを実施 

・回答数２４件（回収率 82％） 

・性別：75％男性、25％女性 

・公開講座をどこで知ったか？ 

→８割が HP、SNSで知る。もしくは知人の紹介 

・感想 

→100％が良かったと回答した 

・理学療法士のことを知っていたか？ 

→62％知っていた、33％聞いたことがある 

・理学療法士の仕事を理解したか？ 

→100％が理解したと回答した 

・今回のようなイベントがあったら参加したいか？ 

→100％が参加したいと回答した。 

・次回以降もヴァンフォーレスポーツクラブから継続の希望あ

り。今後は広報部が引き継ぐ 

 

4．事務管理局 

①予算書について、新しい組織編成に合わせた金額に修正

してある。令和 5 年度決算も併せて予算書に載せてある。

各部局・部それぞれ予算を確認していただきたい 

②名簿及び組織図については作成しています。修正はLINE 

WORKで有泉副会長へい 

③依頼文書において公印を使用する場合、公印をスキャン

したデータを各局長に預けて各文書に挿入するようにして

いきたい。きちんとした契約などについては、印鑑を押す

ようにしたい。コピーする場合にはカラー印刷の必要があり

相談させてもらう形になる 

質疑 

・公印のスキャンデータの使用した場合に、何日付の文書で

誰宛に使用したか、いつ使ったのか事務局で確認できるよう

にした方がよいのでは 

 →ルールを作り運用を検討する 

④名刺作成を事務管理局で理事と幹事まで対応しているが、

作成に大変なため、今後業者での作成を検討していきた

い。士会での作成は、理事と幹事までとする 

⑤現行の旅費の規定について、LINE WORKS のクラウドに

保存し適宜確認できるようにしていきたい 

⑥財務からの連絡事項 

・通帳について作成していく。お金がすぐに必要な場合は財

務までお問い合わせを 

・出納帳について、LINE WORKSを使用し業務削減を図って

いきたい。ご協力をお願いしたい 

質疑 

・4-6月の出納長に関しては今まで通りの提出で良いか。 

 →よい 

・LINE WORKS に出納帳のファイルをダウンロードしてそこ

で入力して財務に渡すのか、クラウドにデータとして財務

が確認できるようにするのか。 

   →データで良いのか会計士に確認し、再度報告する。 

5．渉外部 

連盟について報告とお願い 

・10 月に田中まさし参議院議員を招いて研修会と懇談会を

予定している。10月 9-10日の研修会とは別に田中議員か

ら県内の施設訪問をしたいと申し出があり、それぞれの職

場で検討・協力をお願いしたい 

・県内の選出議員を招いて研修会・懇談会を予定。診療報

酬改定で処遇改善の要望を出してくれている。先生方と交

流していくことを考えている 

・活動資金が十分ではないのが大きな問題となっており、今

後連盟として入会の促進をしていく 

 

6．会長から 

組織の変更と LINE WORKS も含めて、できるだけ負担を

軽減した中で効率的な運用を目指しての組織編成と、さらに

組織の強化をできれば。 

やりとりは LINE WORKSだけで行えるくらいに切り替えて

いきたいと思う。効率的に機能的に強化して、組織の持続性

を持たせていきたい。 

会議も Zoomであれば多くの人が参加できるので、局長だ

けでなく内容によっては部長から発信するために会議に参

加してもらえればと思います。事業については、ぜひ少しず

つ変えていって、チャレンジしていってもらいたい。 

 

V ．次回の理事会日程 

日時 7月 23日 19：00～ 

場所 Web 会議（ZOOM） 

 

 


